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少子高齢化、疾病構造 ・国民の意識 の変化 、医療技術の進歩など医療をめ ぐる環境は急激 に変化 し、
看護職 に期待 され る役割 と責務は高まっています。その ような申、「看護 の質 と安全を確保」するため
には、高度 な知識 ・技術 を持 った看護職員 の定着が重要だと考 えます。 そ こで この巻頭言では、看護
職員 の定着 を促進す るための 「看護職のワー ク ・ライ フ ・バランスー魅力的な職場づ くり」 につ いて
述べたい と思います。
ワー ク ・ライフ ・バランスは、 「仕事 と生活の調和(ワ ーク ・ライ フ ・バ ランス)憲 章」で も示 さ
れてい る通 り看護職 に限ったものではな く、 日本社会全体の課題 でもあ ります。憲章では、 「国民一
人ひ とりがや りがいや充実感 を感 じなが ら働 き、仕事上の責任 を果たす とともに、家庭や地域生活 な
どにおいて も、子育て期、 中高年期 といった人生の各段階に応 じて多様 な生き方が選択 ・実現できる
社会」 を 目指 しています。 しか し、職場や家庭 、地域では、男女の固定的 な役割分担意識が残ってお
り、女性の社会進 出が進 んだ今で も、子育て支援 な どの社会的基盤 は必ず しも整 ってはいません。 特
に看護職は、男性看護職 が増加 した とはいえ、まだまだ女性が圧倒的に多 い職場です。看護職 の離職
理由は 「多忙 な業務」 「結婚」 「妊娠 ・出産」 「子育て」な どが上位 を占めてお り、いかに仕事 とプ
ライベー トの両立が難 しいかがわか ります。 日本看護協会で も、看護職 の ワーク ・ライフ ・バ ランス
推進事業 として、「働 き続 けられ る職場づ くり」を支援 し、「多様な勤務形態」の普及 を進めています。
大阪大学医学部附属病院看護部でも、「働 き続 け られ る魅力的な職場づ くり」について検討 して きま
した。平成19年 に7対1看 護加算取得を機 に病棟 の夜勤者3人 以上の体制が実現 し、希望の多か った二交
代制勤務 を導入 しま した。 同じ病棟 の中で二交代制勤務 、三交代制勤務 を混在 させ、 自分の生活 にあ
った勤務体制 を選択できるよ うにしま した。また介護や学習などプライベー トな時間の確保 のために、
体調管理 を厳重 にして、専 ら夜勤だけをす る勤務体制 を導入 しま した。
一人ひ とりの生活 に合わせて、働 く時間の長 さや、時間帯を選ぶ ことができる柔軟な勤務体制が実
現すれ ば、仕事で もプライベー トで も充実 した時間をもつことができ、多 くの看護職がモテ ィベーシ
ョン高 く、長 く働 くことができるで しょう。新たな勤務形態の導入だけでなく、魅力的な職場 には看
護職 としてキャ リアアップできる体制の整備や、高度看護実践 を展開する専門看護師や認定看護 師の
育成 と活用な ども必要 と思います。
「どのよ うな職場 が魅力的か」 を常に追求 しなが ら、 ワー ク ・ライ フ ・バ ランスを意識 して、ハー
ド面、 ソフ ト面 ともに職場環境 の改革ができれば、高度な知識 ・技術 を持 った看護職員の定着 にっな
が るもの と考えます。
最後 に、大阪大学医学部附属病院では、「看護 の質の向上 と業務 改善につながる看護研究の推進」を
基本方針の一つ に挙げていますが、看護職 として一人前になるころか ら研究的視点を大事に した研修
を実施 し、臨床 に根差 した看護研究を薦めています。研 究には時間的な制約が多 くあ りますが、研究
成果 を実践 に生かす喜び を感 じられ る職場環境 になれ ば、また一つ魅力的な職場につながるのではな
いで しょうか。大阪大学看護学雑誌がそのよ うな研究成果の宝庫 となるよ う期待 しています。
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